
広報WARABI ● 平成20年９月１日発行 ／ 発行所・蕨市役所
● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.10km２

● ８月１日現在人口：71,298人  前月比 ＋12人
 　　　　　　　　　   男 36,487人   女 34,811人
　　　　　　　　　 世帯数：34,934
　　　　　　　　　 人口密度：13,980人／km２

2008/平成20年
わらび・68２

｢強くなるために修行だ｣ ニンニン！
旭町公民館の“ここは忍者屋敷だよ”

　８月22日、中央３丁目の旭町公民館が１日だけ
忍者屋敷に様変わり。忍者の頭領、植

うえ

田
だ

富
ふ

美
み

子
こ

さ
ん（中央３丁目在住）の下に集まって来た子ども
たちは、頭巾

きん

をかぶって早速修行です。弓矢の
術や手裏剣の術など、８つの術をみごと会得し、
一人まえのあかしである、免許皆伝の“巻き物”
を手にした36人。ちびっこ忍者が誕生しました｡
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子
ど
も
は
、
急
に
熱
を
出
し
た
り
、
転

ん
で
け
が
を
し
た
り
と
、
病
院
へ
通
院
す

る
機
会
も
少
な
く
は
な
く
、
意
外
と
医
療

費
が
か
か
る
と
感
じ
る
か
た
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

子
ど
も
が
健
康
保
険
証
を
使
っ
て
病
院

な
ど
に
か
か
っ
た
と
き
の
費
用
の
一
部
を

公
費
で
助
成
す
る
制
度
は
、
住
ん
で
い
る

地
域
に
よ
っ
て
内
容
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、「
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、育
て

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
て
い
こ
う

と
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
年

齢
を
拡
大
し
た「
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」

を
来
月
１
日
の
診
療
分
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　

今
ま
で
は
、通
院
と
入
院
、い
ず
れ
も
小

学
校
就
学
前
ま
で
が
対
象
で
し
た
が
、「
こ

ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」で
は
、
通
院
の
場

合
、
小
学
校
第
３
学
年
修
了
前
ま
で
、
入
院

の
場
合
は
、
中
学
校
卒
業
前
ま
で
対
象
年

齢
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。
県
内
の
市
町
村
で

も
、
蕨
市
の
よ
う
な
年
齢
拡
大
を
実
施
し

て
い
る
の
は
、平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
、

34
・
３
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

助
成
内
容
は
、
保
険
診
療
で
医
療
機
関

に
支
払
う
治
療
費
と
入
院
期
間
中
の
食
事

代
で
す
。な
お
、健
康
診
断
や
予
防
接
種
、

そ
し
て
、
ほ
か
の
医
療
制
度
に
該
当
す
る

場
合
は
対
象
外
で
す
。ま
た
、市
内
の
小
・

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
加
入
し
て
い
る

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
法
の
災
害

給
付
制
度
も
、
治
療
費
の
総
額
が
５
０
０

０
円
以
上
の
場
合
、
治
療
費
を
い
っ
た
ん

３
割
負
担
し
ま
す
が
、
４
割
戻
っ
て
き
ま

す
の
で
除
外
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
20
年
７
月
１
日
現
在
、
対
象
と
な

る
か
た
は
３
１
８
７
人
で
し
た
が
、「
こ

ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」
に
よ
り
新
た
に

登
録
申
請
が
必
要
な
か
た
は
４
８
９
９
人

と
な
り
、
８
月
に
児
童
福
祉
課
か
ら
ご
案

内
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
手
続
き
の
方
法

に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
知
ら
せ
版
の
１
㌻

を
御
覧
く
だ
さ
い
。
登
録
申
請
後
、
翌
月

中
に
は
「
こ
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証
」

を
お
送
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、現
在
、乳
幼
児
医
療
費
を
受
給
さ

れ
て
い
る
か
た
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
月

下
旬
に
受
給
資
格
証
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、登
録
申
請
の
必
要
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
今
後
も
子
育
て
相
談
の
充
実

や
子
育
て
家
庭
へ
の
経
済
的
支
援
な
ど
を

通
し
て
、
だ
れ
も
が
子
育
て
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
問
い
合

わ
せ
＝
児
童
福
祉
課（
☎
433
・
７
７
５
７
）

皆
さ
ん
の
声
を
生
か
し
て

ま
た
一
歩
快
適
な
ま
ち
へ

　今年度の重点施策が着々と進
むなか､今月は､10月1日から始ま
るこども医療費助成制度と新た
に指定された中山道エリアの禁
煙区域､そして既に着手している
学校の耐震補強工事にスポット
を当て、その事業のあらましや進
みぐあいについてご紹介します。

＜特　集＞

市 政 ス ポ ッ ト

医療費の窓口払いのない蕨市立病院は、こども医療費受給資格証の提示で受診できます

■オータムジャンボ宝くじ／１等・前後賞合わせて２億円 発売＝29日～10月17日 抽選＝10月22日 収益金は市町村のまちづくりに使われます

乳
幼
児
医
療
費
助
成
を
拡
大
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市
役
所
通
り

卍三学院

和光幼稚園

保健センター ●

蕨市立病院

北小学校 蕨市役所

蕨郵便局

ひかり
幼稚舎

中央小学校

中の宮
公園

福祉・
児童センター

一本
杉通
り

北町３丁目

北町２丁目

中央５丁目

城址公園

卍三学院

和光幼稚園

保健センター ●

市立病院

北小学校 蕨市役所

蕨郵便局

歴史民俗
資料館分館

ひかり
幼稚舎

中央小学校

中の宮
公園

福祉・
児童センター

中山道本町通り

国道17号

一
本
杉
通
り

北町３丁目

北町２丁目

中央５丁目

歴史民俗
資料館

城址公園

錦町１丁目

錦町３丁目

市
役
所
通
り

終日禁煙区域となった
中仙道まちづくり協議会区域と
蕨市役所周辺

　

中
山
道
は
、歴
史
・
文
化
遺
産
が
数
多
く

残
っ
て
い
る
地
域
で
す
。
こ
う
し
た
歴
史

的
ま
ち
並
み
の
な
か
で
も
、
歩
き
た
ば
こ

を
す
る
人
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
歩
き
た

ば
こ
は
、
す
れ
違
う
人
に
と
っ
て
非
常
に

危
険
で
す
し
、た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
は
、ま

ち
の
美
観
を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、
火
災

の
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

地
域
の
皆
さ
ん
で
作
る
「
中
仙
道
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
」か
ら
、歴
史
文
化
軸
で
あ
る

中
山
道
本
町
通
り
に
も
、
路
上
喫
煙
禁
止

区
域
の
指
定
を
望
む
声
が
挙
が
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
蕨
市
環
境
審
議
会
を
経
て
、

「
蕨
市
路
上
喫
煙
の
防
止
等
に
関
す
る
条

例
」
に
基
づ
き
、蕨
駅
周
辺
に
続
き
、今
月

１
日
か
ら
、
新
た
に
私
有
地
を
除
く
同
協

議
会
の
区
域
と
蕨
市
役
所
周
辺
が
、
終
日

路
上
喫
煙
禁
止（
左
上
図
）と
な
り
ま
し
た
。

「
安
全
・
安
心
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
」に
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
問
い
合
わ
せ
＝
安
全
安
心
推
進
課

生
活
環
境
係（
☎
443・３
７
０
６
）

設
さ
れ
た
建
物
で
、
校
舎
で
は
北
小
学
校

を
除
く
９
校
20
棟
、
体
育
館
で
は
第
二
中

学
校
を
除
く
９
校
９
棟
で
す
。
そ
こ
で
今

年
度
、
耐
震
診
断
の
結
果
を
基
に
、
小
学

校
３
校
６
棟
の
耐
震
補
強
工
事
に
着
手
し

ま
し
た
。

　

主
な
工
事
内
容
は
、
教
室
な
ど
の
窓
側

に
鉄
骨
ブ
レ
ー
ス
を
設
置
す
る
ほ
か
、
教

室
と
廊
下
と
の
間
仕
切
り
を
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
耐
震
壁
に
造
り
変
え
る
も
の

で
す
。
工
事
面
積
１
９
２
３
平
方
㍍
の
東

小
学
校
の
１
棟
で
は
、
鉄
骨
ブ
レ
ー
ス
３

か
所
、
耐
震
壁
12
か
所
の
設
置
な
ど
を
実

施
。
西
小
学
校
の
１
棟
（
２
５
４
４
平
方

㍍
）
は
、
鉄
骨
ブ
レ
ー
ス
４
か
所
、
耐
震

壁
６
か
所
な
ど
。
そ
し
て
中
央
東
小
学
校

の
４
棟
（
３
６
５
１
平
方
㍍
）
は
、
鉄
骨

ブ
レ
ー
ス
11
か
所
、
耐
震
壁
28
か
所
の
設

置
と
柱
補
強
１
か
所
な
ど
で
、
工
事
費
用

は
総
額
２
億
７
７
０
万
円
で
す
。

　

今
後
、
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
は
、
平

成
23
年
度
ま
で
の
４
年
間
で
、
耐
震
化
の

必
要
な
す
べ
て
の
校
舎
を
実
施
し
て
い
く

計
画
で
す
。ま
た
、工
事
は
教
育
活
動
に
支

障
を
来
さ
な
い
よ
う
、
夏
季
休
業
期
間
を

中
心
に
実
施
し
ま
す
が
、
近
隣
住
民
の
皆

さ
ん
に
は
、
騒
音
な
ど
の
発
生
で
ご
迷
惑

を
お
掛
け
す
る
こ
と
を
、
ご
理
解
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

問
い

合
わ
せ
＝
教
育
総
務
課（
☎
433・７
７
３
５
）

横に長く、広々
とした空間を確
保した校舎の耐
震性を確保する
ため①④教室の
窓側に鉄骨ブ
レース（筋かい）
を入れ、②教室
と廊下の間仕切
りを鉄筋コンク
リート製の耐震
壁にし、③既存
のコンクリート
柱を鉄筋で補強
するなどの工事
を実施（写真は
中央東小学校）

　

中
国
・
四し

川せ
ん

大
地
震
で
、
目
を
覆
う
よ

う
な
被
害
が
出
た
こ
と
は
、
記
憶
に
新
し

い
と
思
い
ま
す
。
公
共
施
設
の
内
、
特
に

学
校
施
設
は
、
児
童
・
生
徒
が
１
日
の
大

半
を
過
ご
す
学
習
や
生
活
の
場
で
あ
り
、

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
は
地
域
住
民
の
避

難
場
所
に
な
る
な
ど
、
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
３
月
末
現
在
、

学
校
施
設
の
耐
震
化
率
が
23
・
７
％
と
い

う
県
内
70
市
町
村
中
67
番
目
の
蕨
市
で
は
、

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
な
か
で
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

地
震
災
害
に
対
応
す
る
こ
と
は
、
早
急
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
の
１

つ
で
す
。

　

耐
震
化
の
必
要
と
な
る
学
校
施
設
は
、

校
舎
お
よ
び
体
育
館
、
全
38
棟
の
内
、
新

耐
震
基
準
施
行
（
昭
和
56
年
）
以
前
に
建

■住宅用火災警報器の設置が義務付けられています 早めの設置を／悪質な訪問販売にはご注意ください 問い合わせ＝消防本部（☎441・0119）

終日禁煙区域となった
中仙道まちづくり協議会区域と
蕨市役所周辺

１

４ ２

３

中
山
道
周
辺
を
禁
煙
区
域
に

東
・
西
・
中
東
小
で
耐
震
工
事
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老
人
憩
い
の
家
み
つ
わ
苑
は
、
60

歳
以
上
で
市
内
に
お
住
ま
い
の
人
な

ら
、
だ
れ
で
も
講
座
や
ク
ラ
ブ
活
動

に
参
加
で
き
る
ほ
か
、
憩
い
の
場
と

し
て
利
用
の
で
き
る
施
設
で
す
。
児

童
館
や
留
守
家
庭
児
童
指
導
室
と
併

設
す
る
南
町
２
丁
目
の
交
流
プ
ラ
ザ

さ
く
ら
内
に
あ
り
ま
す
。

　

｢

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
将
棋
の
勝
負
し

よ
う
よ｣

、｢

お
や
、
う
ち
の
孫
と
同

い
年
な
ん
だ
ね
ぇ｣

。
そ
ん
な
ほ
の
ぼ

の
と
し
た
会
話
が
飛
び
交
う
こ
の
施

設
は
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が

進
む
な
か
、
地
域
の
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
の
皆
さ
ん
が
、
楽
し
く
交

流
を
深
め
、
心
の
触
れ
合
い
を
は
ぐ

く
む
場
と
し
て
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

気
心
の
知
れ
た
仲
間
た
ち
…
。
そ

し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
…
。

こ
こ
に
や
っ
て
来
る
人
た
ち
は
、
み

ん
な
い
き
い
き
と
輝
い
て
い
ま
す
。

→から洗う　てんぷら油はこして再使用　洗剤はせっけんなど分解性の高いものを使うなど　詳細＝安全安心推進課生活環境係（☎443・3706）

気
心
知
れ
た
仲
間
た
ち
…

　
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
…

　
　〝
老
人
憩
い
の
家
み
つ
わ
苑
〟

高齢者
特集

▶「心身の鍛錬が若さの秘訣」
という「居合道蕨支部」の
皆さん。抜刀術や１つ１つ
の動作が、迫力たっぷりです

◀「南むつみダンス」の皆さ
んはいつも笑顔。明るい先生
の指導の下で、いっしょに社
交ダンスを楽しみませんか

▲自由にお茶をいただきながらくつろげる「ふれあいサロン 元気クラブ」（毎週水曜日の午後1時～4時）

交流プラザさくら
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■川をきれいにするために／生活排水は汚染の原因　排水対策にご協力を　対策＝台所の排水口に水切り袋設置　油汚れは紙などでふいて→

◀高齢者の皆さんがお化けに
変装。夏のイベント、「きもだ
めし大会」。お年寄りの皆さ
んの迫真の演技に参加した子
どもたちは、思わずびっくり

▶日曜日を除いて毎日
開かれた「夏休み囲碁・
将棋フリー体験」の場
に小学生たちが参戦。
なかなかの鋭い一手
にはおじいちゃんも、 

「まいったまいった…」

▲手品の得意な藤木英清さん。子どもたちの目はまん丸です

▲腹話術で ｢こうちゃん｣ と愉快なやり取り｡ 小西克彦さん

仲間になりませんか？

入会の問い合わせ＝
交流プラザさくら
（南町２－21－２　☎
432・7271）へ｡ こ
のほか民謡や体操な
どの教室もあります
ので､ ぜひご参加く
ださい。詳細はお知
らせ版５㌻で。

あやめ会（カラオケ） 月２回木曜日　午前９時半～11時半
太極拳クラブ 月２回金曜日　午前９時半～11時半
若葉会 ( カラオケ ) 月２回土曜日　午前９時半～11時半
蕨あやめ会（大正琴） 月１回土曜日　午後１時半～3時半
南絵手紙クラブ 月１回水曜日　午後１時半～3時半
南むつみダンス（社交ダンス） 月２回木曜日　午前９時半～11時半
居合道 蕨支部 毎週土曜日　午前９時半～11時半
SKKD 研究会（社交ダンス） 月１回月曜日　午後１時半～3時半
遊棋会（囲碁） 随時利用
三和棋友会（将棋） 随時利用
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●
敬
老
祝
金
／
９
月
１
日

現
在
で
、
蕨
市
に
引
き
続
き

１
年
以
上
住
ん
で
い
る
左
表

の
年
齢
の
人
に
お
祝
い
金
を

お
贈
り
し
ま
す
。

給
付
・
助
成
・
融
資
な
ど

■県立越谷養護学校公開／10月14日　午前9時40分～11時45分　申し込み不要　説明会･授業参観･質疑応答など 詳細＝同校（☎048･975･2111）

６
回
分
）
の
公
衆
浴
場
の
入

浴
券
（
１
０
０
円
の
自
己
負

担
あ
り
）を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
福
祉
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

／
70
歳
以
上
で
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
人
に
年
５
回
分
、

理
美
容
の
割
引
券
を
差
し
上

げ
ま
す
。
自
己
負
担
あ
り
。

　

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

軽
減
助
成
／
居
宅
及
び
地
域

密
着
型
の
介
護（
予
防
）サ
ー

ビ
ス
を
ご
利
用
の
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
人
に
、
利
用
者

負
担
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

●
家
族
介
護
慰
労
金
／
介

護
保
険
の
要
介
護
４
か
５
の

認
定
を
受
け
て
い
て
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
１
年
以
上
利
用

し
て
い
な
い
人
を
、
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
家
族
に
、
年
額
10

万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　

●
老
人
居
室
整
備
資
金
／

60
歳
以
上
の
人
と
同
居
し
て

い
る
か
、
こ
れ
か
ら
同
居
を

し
よ
う
と
す
る
人
が
、
高
齢

者
専
用
の
居
室
を
備
え
た
住

宅
を
建
築
す
る
の
に
必
要
な

資
金
融
資
を
あ
っ
旋
し
、
利

子
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

　

●
民
間
賃
貸
住
宅
入
居
保

証
料
助
成
／
70
歳
以
上
の
独

り
暮
ら
し
か
、
配
偶
者
の
一

方
が
70
歳
以
上
の
夫
婦
世
帯

で
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
が
、
市
内
の
民
間
賃
貸
住

在
宅
で
の
サ
ー
ビ
ス

宅
を
借
り
る
と
き
に
保
証
人

を
確
保
で
き
ず
、
保
証
会
社

の
家
賃
等
債
務
保
証
制
度
を

利
用
し
た
場
合
に
、
初
回
保

証
料
の
２
分
の
１
（
３
万
円

ま
で
）
を
助
成
し
ま
す
。

　

●
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助

成
／
70
歳
以
上
の
独
り
暮
ら

し
か
、
配
偶
者
の
一
方
が
70

歳
以
上
の
夫
婦
世
帯
で
、
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
人
が
民

間
の
賃
貸
住
宅
に
住
み
、
①

月
額
１
万
円
以
上
３
万
円
未

満
の
家
賃
を
支
払
っ
て
い
る

場
合
は
、月
額
６
０
０
０
円
、

②
月
額
３
万
円
以
上
６
万
円

以
下
の
家
賃
を
支
払
っ
て
い

る
場
合
は
、
月
額
１
万
円
を

助
成
し
ま
す
。

　

●
介
護
予
防
の
た
め
の
住

宅
改
修
費
を
助
成
／
手
す
り

の
取
り
付
け
や
段
差
解
消
、

床
材
の
変
更
、
扉
や
便
器
の

取
り
替
え
な
ど
の
改
修
。
対

象
＝
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
人　

①
65
歳
以
上
の
在
宅

高
齢
者　

②
介
護
保
険
制
度

で
要
介
護
・
要
支
援
に
該
当

し
な
い
人　

③
世
帯
全
員
が

市
民
税
非
課
税　

助
成
額
＝

改
修
費
用
の
３
分
の
２
以
内

で
上
限
は
10
万
円
。

　

●
徘は

い

徊か
い

高
齢
者
等
家
族
支

援
サ
ー
ビ
ス
／
徘
徊
行
動
の

あ
る
高
齢
者
が
専
用
端
末
機

　

と
き
＝
13
日（
土
）　

午
前

の
部
（
午
前
９
時
半
～
11
時

半
）／
錦
町
・
南
町
全
地
区
・

中
央
１
、２
、６
、７
丁
目
地

区　

午
後
の
部（
午
後
２
時
半

～
４
時
半
）／
塚
越
・
北
町
・

中
央
３
、 

４
、 

５
丁
目
地
区

と
こ
ろ
＝
市
民
会
館　

対
象

＝
77
歳
以
上
の
人
（
昭
和
６

年
９
月
30
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
）　
内
容
＝
式
典
（
長
寿

者
表
彰
、
お
祝
い
の
言
葉
な

ど
）、蕨
少
年
少
女
合
唱
団

や
、
ひ
か
り
幼
稚
舎
の
合
唱

な
ど 

詳
細
＝
介
護
保
険
室

（
☎
433
・
７
７
５
６
）

を
携
帯
す
る
こ
と
で
、
家
族

が
本
人
の
居
場
所
を
確
認
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

　

●
社
会
福
祉
法
人
等
利
用

者
負
担
軽
減
助
成
／
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
中
の
市
民
税

非
課
税
世
帯
で
、
生
計
が
困

難
な
人
（
条
件
あ
り
）
に
利

用
者
負
担
の
一
部
を
軽
減
し

ま
す
。

　

●
寝
具
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
／

65
歳
以
上
の
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
で
、
寝
具
類
の
乾

燥
や
消
毒
な
ど
を
す
る
こ
と

が
困
難
な
独
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
、
ま
た
は
高
齢
者
世
帯

に
、
毎
月
１
回
（
11
月
～
３

月
は
月
２
回
）、
寝
具
乾
燥

車
を
派
遣
し
ま
す
。た
だ
し
、

寝
具
の
洗
濯
は
年
１
回
と
な

り
ま
す
。

　

●
配
食
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳

以
上
の
独
り
暮
ら
し
や
夫
婦

世
帯
な
ど
で
、
食
事
の
用
意

を
す
る
の
が
難
し
い
場
合
、

１
食
４
０
０
円
で
、
温
か
い

夕
食
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

●
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

／
介
護
保
険
の
要
介
護
４
か

５
の
認
定
を
受
け
た
寝
た
き

り
の
人
に
、
自
宅
で
利
用
で

き
る
割
引
券
を
配
布
し
ま
す
。

　

●
福
祉
入
浴
サ
ー
ビ
ス
／

65
歳
以
上
で
自
宅
に
お
ふ
ろ

の
な
い
人
か
、
70
歳
以
上
で

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
に

毎
月
４
回
分
（
７
・
８
月
は

お
出
か
け
く
だ
さ
い

●
お
年
寄
り
を
敬
う
会

●
マ
ッ
サ
ー
ジ
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

と
き
＝
１
日（
月
）　

午
前

10
時（
午
前
９
時
か
ら
整
理

券
を
配
布
）　

内
容
＝
マ
ッ

サ
ー
ジ
師
が
１
人
15
分
程
度

実
施　

対
象
＝
60
歳
以
上
の

ご利用ください
福祉事業・制度

　６・７㌻では、高齢者の皆さんにいきい
きと生活していただくため、福祉の事業
や制度をご紹介します。ご利用ください。

問い合わせ・申し込み　介護保険室（☎433・7756）

満年齢 金　額
75歳 20,000円
77歳 20,000円
80歳 20,000円
85歳 20,000円
88歳 25,000円
90歳 30,000円
95歳 30,000円

99歳以上 50,000円

けやき荘の健康ピンポンクラブの皆さん

昨年のお年寄りを敬う会
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４
年
に
一
度
の
ス
ポ
ー
ツ

の
祭
典
、
北ぺ

京き
ん

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
閉
幕
し
ま
し
た
。
い
ろ

い
ろ
課
題
も
指
摘
さ
れ
ま
し

た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
が
大

好
き
な
私
と
し
て
は
、
純
粋

に
、
世
界
の
最
高
の
競
技
を

堪た
ん

能
し
ま
し
た
。
北き

た

島じ
ま

選
手

の
２
大
会
連
続
二
冠
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
優
勝
、
陸
上
の

ボ
ル
ト
選
手
の
驚
異
的
な
世

界
記
録
な
ど
、
挙
げ
れ
ば
切

り
が
な
い
ほ
ど
で
す
。
き
っ

と
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
感
動
が
あ
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

私
は
特
に
、
極
度
な
緊
張

感
が
強
い
ら
れ
る
場
面
で
、

選
手
が
自
分
を
信
じ
て
持
て

る
力
の
す
べ
て
を
発
揮
し
よ

う
と
懸
命
に
戦
う
姿
に
感
動

を
覚
え
ま
す
。
一
流
の
選
手

が
競
い
合
う
場
で
す
か
ら
、

思
う
よ
う
な
結
果
に
な
ら
な

い
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
結
果
を
受
け
入
れ
、
更

に
努
力
を
継
続
で
き
る
か
ど

う
か
が
勝
敗
の
分
か
れ
目
の

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

市
民
に
夢
を
与
え
る
た
め

に
も
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
感
動
を
胸
に
、
ぜ
ひ
、
蕨

市
の
な
か
か
ら
、
次
の
ロ
ン

ド
ン
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目

指
す
選
手
が
出
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。
頂
点
が
高
く
な
る

こ
と
と
す
そ
野
が
広
が
る
こ

と
、
そ
の
両
面
が
あ
い
ま
っ

て
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
が
広
が

っ
て
い
く
と
思
う
の
で
す
。

市長　賴 髙 英 雄

感動の
北京オリンピック閉幕

⓭

生
活
用
具
の
給
付
・
貸
与

　

●
日
常
生
活
用
具
購
入
費

の
補
助
／
日
常
生
活
で
火
災

警
報
器
、
電
磁
調
理
器
、
自

動
消
火
器
が
必
要
と
認
め
ら

れ
る
65
歳
以
上
の
人
に
、
購

入
費
の
一
部
か
全
額
を
補
助

し
ま
す
。
所
得
税
非
課
税
の

人
は
自
己
負
担
な
し
。

　

●
歩
行
補
助
づ
え
も
ら
え

ま
す
／
歩
行
に
常
時
つ
え
が

必
要
な
65
歳
以
上
の
人
。

　

●
紙
お
む
つ
も
ら
え
ま
す

／
65
歳
以
上
の
人
で
、
常
時

お
む
つ
を
必
要
と
医
師
が
認

め
る
人
か
、
常
時
お
む
つ
が

必
要
で
寝
た
き
り
の
人
。

　

●
福
祉
連
絡
シ
ス
テ
ム
／

65
歳
以
上
で
体
が
弱
く
、
独

り
暮
ら
し
の
人
の
お
宅
に
、

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
直
結

ま
す
。
囲
碁
・
将
棋
の
で
き

る
娯
楽
室
な
ど
が
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
も
開
か
れ
て

い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
＝
交

流
プ
ラ
ザ
さ
く
ら
（
☎
432
・

７
２
７
１
）

　

●
高
齢
者
ク
ラ
ブ
／
お
お

む
ね
60
歳
以
上
の
人
が
入
会

で
き
ま
す
。
市
内
に
は
30
の

ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
地
域
で
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

入
会
は
最
寄
り
の
ク
ラ
ブ
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
☎
433
・
０
９
６
２
）

　

●
蕨
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
／
お
お
む

ね
60
歳
以
上
の

人
の
就
業
を
お

手
伝
い
し
ま

す
。
会
員
制
。

問
い
合
わ
せ
＝

同
セ
ン
タ
ー

務
内
容
＝
総
合
相
談・支
援
、

権
利
擁
護
、
介
護
予
防
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど　

▼
生

活
機
能
評
価（
無
料
）／
対
象

＝
昭
和
18
年
３
月
31
日
以
前

の
生
ま
れ
で
、
現
在
、
介
護

保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
な

い
人　

受
診
期
間
＝
10
月
31

日
ま
で　

と
こ
ろ
＝
市
内
の

指
定
医
療
機
関
（
詳
し
く
は

既
に
お
配
り
し
て
あ
る
受
診

券
を
御
覧
く
だ
さ
い
）
▼
認

知
症
予
防
講
座
／
認
知
症
へ

の
正
し
い
知
識
と
そ
の
予
防

方
法
に
つ
い
て　

と
き
＝
10

月
23
日
～
11
月
20
日　

毎
週

木
曜
日　

午
後
１
時
半（
全

５
回
）　

対
象
＝
65
歳
以
上

の
人　

30
人　

北
町
公
民

館
・
市
民
体
育
館　

問
い

合
わ
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー
（
☎

434
・
６
７
２
１
）

人　

定
員
＝
50
人　

無
料　

と
こ
ろ
・
問
い
合
わ
せ
＝
松

原
会
館（
☎
443
・
６
５
４
２
）

市民と市長
の 面 会 日
　毎月第１
木曜日、今
月は４日、
10月は２日
　午後１時
～５時　ご
希望のかた
は、秘書広
報課（☎433・
7701）へ。

■クレジット･サラ金110番／20日･21日 正午～午後5時　無料 債務整理に関する相談を司法書士がお受けします　相談は（☎048･865･1455）へ

し
た
専
用
の
機
器
を
設
置
し
、

緊
急
通
報
に
よ
る
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
の
派
遣
や
救
急
車
の

要
請
、
相
談
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

充
実
し
た
毎
日
を

　

●
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
／

①
松
原
会
館
（
錦
町
３
丁
目
）

と
、②
け
や
き
荘（
塚
越
５
丁

目
）が
あ
り
ま
す
。
対
象
＝

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

健
康
体
操
や
俳
句
な
ど
の
講

座
で
教
養
を
広
げ
な
が
ら
、
友

達
作
り
も
で
き
ま
す
。
問
い

合
わ
せ
＝
①
同
館
（
☎
433
・

６
５
４
２
）
②
介
護
保
険
室

（
☎
433
・
７
７
５
６
）

　

●
老
人
憩
い
の
家
／
交
流

プ
ラ
ザ
さ
く
ら
内
の
「
み
つ

わ
苑
」（
南
町
２
丁
目
）
は
、

60
歳
以
上
の
人
が
利
用
で
き

介
護
予
防
・
健
康

　

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
／
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
で

き
る
だ
け
要
介
護
状
態
に
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の

介
護
予
防
を
は
じ
め
、
保
健

師
、主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

社
会
福
祉
士
が
チ
ー
ム
で
、

介
護・福
祉・医
療・権
利
擁
護

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら

皆
さ
ん
を
支
援
し
ま
す
。
業

●
趣
味
の
高
齢
者
作
品
展

　

仲
間
を
作
っ
て
楽
し
く
学

ぶ
場
で
す
。　

と
き
＝
第
１
・

３
月
曜
日　

午
後
１
時
半
～

３
時　
と
こ
ろ
＝
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
け
や
き
荘　
対
象

＝
65
歳
以
上
の
人　

参
加
費

＝
年
間
１
５
０
０
円　

申
し

込
み
＝
東
公
民
館
の
窓
口
に

あ
る
申
込
書
に
参
加
費
を
添

え
て
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎

442
・
４
０
５
２
）

●
塚
越
プ
ラ
チ
ナ
学
園

　

と
き
＝
12
日
～
15
日
の
正

午　

と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館

書
道
や
絵
画
な
ど
を
多
数
展

示
。 

詳
細
＝
介
護
保
険
室

（
☎
433
・
７
７
５
６
）
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リポート　そこが知りたい
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■成年後見相談会／15日　午前10時～午後4時　埼玉司法書士会総合相談センター　無料　予約制　問い合わせ＝埼玉司法書士会（緯048・863・7861）

　

蕨
市
で
は
、「
み
ん
な
で
つ

く
る
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
基
本
に
市
政
運
営
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、『
広
報
蕨
』
５
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ

う
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市

民
の
皆
さ
ん
の
生
の
声
を
お

聴
き
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
し
て
い
こ
う
と
、「
市
長
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

市
民
と
市
長
が
直
接
語
り

合
う
こ
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
は
、
各
地
域
の
公
民
館

で
全
８
回
開
催
し
、
延
べ
２

０
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
方
針
を
定
め
る
「
蕨

市
総
合
振
興
計
画
」
の
見
直

し
の
年
に
当
た
る
こ
と
か

ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
柱
と
な

る
４
つ
の
テ
ー
マ
「
防
災
・

防
犯
」、「
子
育
て
・
教
育
」、

「
高
齢
者
・
障
害
者
・
健
康

づ
く
り
」、「
商
業
・
市
民
活

動
」
に
つ
い
て
開
催
し
た
と

こ
ろ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
か

ら
、
全
部
で
お
よ
そ
１
０
０

点
の
ご
意
見
、
ご
質
問
を
い

た
だ
く
な
ど
、
た
い
へ
ん
活

発
な
意
見
交
換
の
場
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
と
、例
え
ば
、「
防
災
・

防
犯
」
の
分
野
で
は
、
多
発

　

こ
の
ほ
か
、
今
回
の
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
切
実
な

訴
え
や
、
と
き
に
は
市
へ
の

お
し
か
り
な
ど
も
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご

意
見
を
伺
う
な
か
で
、
生
の

声
を
お
聴
き
す
る
こ
と
の
た

い
せ
つ
さ
を
、
あ
ら
た
め
て

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
す

べ
て
に
対
応
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
で
き
る
も
の
に
つ
い
て

は
対
応
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で

す
（
例
え
ば
、
児
童
館
で
遊

べ
る
時
間
の
延
長
な
ど
）。

　

ま
た
、
現
在
進
め
て
い
る

「
総
合
振
興
計
画
」
の
見
直

し
に
お
い
て
検
討
す
る
ほ
か
、

今
後
、
市
職
員
の
通
常
業
務

の
な
か
で
も
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
ご
意
見
や
ご
質
問

と
、
そ
れ
に
対
す
る
回
答
は

議
事
録
と
し
て
ま
と
め
、
市

役
所
１
階
の
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
や
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.w

arabi.
saitam

a.jp/hisho/sityou/
001.htm

）
で
御
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　

市
長
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
は
、
今
後
も
機
会
を
設
け

て
開
催
す
る
予
定
で
す
。
市

は
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
の

声
を
積
極
的
に
お
聴
き
し
な

が
ら
、
市
民
み
ん
な
が
住
み

続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
民
参
加
の
新
た
な
場

４
つ
の
テ
ー
マ
で
開
催

皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に

｢

住
み
続
け
た
い｣

ま
ち
へ

市
民
が
市
長
と
語
る
ま
ち
の
未
来

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
皆
さ

ん
の
情
報
交
換
の
場
で
す
。
掲
載

は
無
料
。
ご
希
望
の
人
は
、
秘
書

広
報
課（
緯
433
・７
７
０
３
）へ
。

〔
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〕

▼
福
祉
・
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
乳

幼
児
の
服
を
必
要
な
人
に
無
料
で

差
し
上
げ
る
「
わ
く
わ
く
リ
サ
イ

ク
ル
」
を
10
月
23
日
に
企
画
し
て

い
ま
す　

不
用
に
な
っ
た
乳
幼
児

の
服
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い　

受
付

期
間
＝
25
日
～
10
月
15
日居

同
セ

ン
タ
ー
・
緯
431
・
７
３
０
０巨

〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
着
物
き
つ
け
趣
味
の
会　
第
１
・

２
・
３
金
曜
日　

午
後
７
時　

北

町
５
丁
目
会
館　

月
１
０
０
０
円

帯
は
手
結
び　

随
時
見
学
可居

尾

上
・
緯
443
・
８
０
１
９巨

▼
ア
ー
サ
ナ
ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ　

月

４
回
火
曜
日　

午
後
７
時　

中

央
公
民
館　

入
会
金
１
０
０
０

円　

月
１
３
０
０
円居

望
月
・
緯

433
・
０
６
７
０巨

▼
３
Ｂ
体
操
ク
ラ
ブ　
水
曜
日　
午

前
10
時　

東
公
民
館　

入
会
金
１

０
０
０
円　

月
１
５
０
０
円居

東

公
民
館
・
緯
442
・
４
０
５
２巨

　

▼
千
草
俳
句
会　
第
２
・
４
木
曜
日

午
前
９
時
半　

中
央
公
民
館　

月

２
０
０
０
円　

初
心
者
歓
迎居

田

嶋
・
緯
443
・
４
８
２
１巨

▼
ブ
ロ
ッ
ク
・
フ
レ
ー
テ
・
リ
コ

ー
ダ
ー
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル　

活
動

日
は
不
定
期　

東
公
民
館　

月
３

０
０
円　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

の
団
体
で
す居

東
公
民
館
・
緯

442
・
４
０
５
２巨

情
報
ダ
イ
ヤ
ル

括

す
る
振
り
込
め
詐
欺
や
駅
前

の
放
置
自
転
車
問
題
に
つ
い

て
、
市
が
ど
う
取
り
組
ん
で

い
る
の
か
、
と
い
っ
た
質
問

や
、
毎
年
開
か
れ
て
い
る
総

合
防
災
演
習
を
、
よ
り
効
果

的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、

市
民
参
加
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
増
や
し
て
ほ
し
い
、
と
い

っ
た
提
案
な
ど
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
商
業
・
市

民
活
動
」
の
分
野
で

は
、商
店
街
の
空
き
店

舗
を
、
買
い
物
に
来

た
高
齢
者
の
た
め
の

休
憩
所
な
ど
に
し
て

み
た
ら
ど
う
か
、
と

い
う
ア
イ
デ
ア
や
、

計
画
の
見
直
し
が
行

わ
れ
て
い
る
中
央
第

一
土
地
区
画
整
理
事

業
の
今
後
の
見
通
し

を
説
明
し
て
ほ
し
い
、

と
い
っ
た
声
な
ど
が

挙
が
り
ま
し
た
。

　

市
民
と
市
長
が
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
直
接
語
り
合
い
、
そ
の
声
を
市
政
に
生
か
す
、
市
長
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
、
５
月
17
日
か
ら
７
月
30
日
ま
で
、
各
公
民
館
を
会
場
に
全
８
回
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
月
の
リ
ポ
ー
ト
で
は
、
市
長
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
様
子
を
ま
と
め
ま
し
た
。

ともに築く未来の蕨

子
育
て
を
テ
ー
マ
に
懇
談（
６
月
29
日
・
東
公
民
館
）
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■私立高等学校等父母負担軽減補助／県外校在籍者の申請受付＝22日～11月7日　案内書＝各在籍校で配布 詳細＝県学事課（緯048・830・2725）

手作りの料理を家族に

「機まつり」に32万人

催しで知る平和の尊さ

伝統文化織り成す高機

高校生が夏の福祉体験
　

蕨
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

よ
る
中
・
高
校
生
の
福
祉
体

験
「
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
」
が

７
月
31
日
か
ら
２
泊
３
日
の

日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
高

校
生
７
人
が
参
加
し
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
蕨
サ
ン
ク

チ
ュ
ア
リ
で
清
掃
や
利
用
者

と
の
触
れ
合
い
、
盆
踊
り
の

運
営
な
ど
に
取
り
組
み
、
福

祉
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
「
こ
の
夏
、家
族
に
手
作
り

料
理
を
」と
、８
月
５
日
、中
央

公
民
館
で
開
か
れ
た「
生
姜
焼

き
と
パ
ン
ケ
ー
キ
」作
り
に
小

学
生
16
人
が
挑
戦
。包
丁
や
フ

ラ
イ
パ
ン
の
扱
い
に
戸
惑
い

な
が
ら
も
２
時
間
が
か
り
で

完
成
し
た
料
理
の
出
来
に
、大

満
足
の
子
ど
も
た
ち
は
「
早

速
作
っ
て
あ
げ
た
い
」
と
、

目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
「
ポ
イ
は
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
の

１
種
で
、ひ
も
の
先
に
玉
が
付

い
た
遊
具
を
振
り
回
す
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
」と
話
す
の
は
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ウ
エ
ス
ト

バ
ー
ジ
ニ
ア
州
出
身
の
ウ
イ

リ
ア
ム
さ
ん
。市
民
公
園
で
華

麗
な
技
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。ウ
イ
リ
ア
ム
さ
ん
の
故
郷

ア
セ
ン
は
人
口
１
０
０
０
人

　
８
月
７
日
か
ら
４
日
間
、駅

西
口
駅
前
通
り
と
桜
橋
通
り

で｢

第
58
回
機
ま
つ
り｣

が
行

わ
れ
、訪
れ
た
約
32
万
人
の
皆

さ
ん
は
華
や
か
な
七
夕
飾
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。今
年
は
２

か
所
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
、ダ

ン
ス
や
楽
器
演
奏
な
ど
が
披

露
さ
れ
た
ほ
か
、弾
き
語
り
や

お
は
や
し
も
あ
り
、お
祭
り
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
８
月
８
日
、旭
町
公
民
館
で

同
館
と
更
生
保
護
女
性
会
が

主
催
の
平
和
事
業「
夢・希
望・

平
和
」が
開
か
れ
ま
し
た
。ピ

エ
ロ
の
チ
ッ
プ
さ
ん
に
よ
る

パ
ン
ト
マ
イ
ム
シ
ョ
ー
の
ほ

か
、戦
時
中
を
し
の
ん
で
、「
さ

と
う
き
び
畑
」の
合
唱
や
、す

い
と
ん
を
い
た
だ
く
な
ど
、参

加
し
た
約
１
０
０
人
は
、平
和

の
喜
び
を
か
み
し
め
ま
し
た
。

　

機
織
り
の
ま
ち
で
栄
え
た

蕨
の
歴
史
を
伝
え
よ
う
と
、織

り
作
家
の
藤ふ

じ

崎さ
き

仁ひ
と

子こ

さ
ん
を

講
師
に｢

高た
か

機ば
た
で
コ
ー
ス
タ
ー

を
つ
く
ろ
う｣

が
８
月
19
日
、

歴
史
民
俗
資
料
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
参
加
し
た
小
学
生

20
人
は
、
高
機
に
戸
惑
い
な

が
ら
も
10
㌢
四
方
の
作
品
は

会
心
の
出
来
。
楽
し
み
な
が

ら
伝
統
文
化
に
触
れ
ま
し
た
。

▼
わ
ら
び
シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ

ブ　
第
１
・
３
月
曜
日　
午
後
１
時

半　

中
央
東
小
学
校
隣
の
加
藤
文

具
店
２
階　

月
２
０
０
０
円　

10

月
開
講　

パ
ソ
コ
ン
貸
し
出
し
相

談
可居

星
野
・
緯
444
・
４
８
３
６巨

▼
お
は
な
し
く
ま
さ
ん
（
読
み
語

り
）　
木
曜
日　
午
前
10
時　
南
公

民
館　

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
い

っ
し
ょ
に
見
守
り
ま
せ
ん
か居

谷

地
中
・
緯
441
・
５
８
２
０巨

▼
ロ
ー
ズ
サ
ー
ク
ル
（
フ
ラ
ン
ス

刺
し
ゅ
う
・
手
芸
一
般
）　

第
１
・

３
金
曜
日　

午
前
10
時　

中
央
公

民
館　

月
１
５
０
０
円居

古
田
・

緯
445
・
２
１
８
０巨

▼
蕨
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

平
日　

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

15
分　

お
お
む
ね
60
歳
以
上居

同

セ
ン
タ
ー
・
緯
433
・
０
９
６
２巨

〔
ご
相
談
く
だ
さ
い
〕

▼
蕨
断
酒
会（
酒
害
相
談
）　

２
日

＝
中
央
公
民
館　

17
日
＝
南
公
民

館　
18
日
＝
旭
町
公
民
館　
午
後
６

時
半居

岡
田
・
緯
441
・
３
１
７
２巨

恰

ほ
ど
で
、ま
ち
に
は
信
号
機
が

１
基
し
か
な
い
と
い
う
の
ど

か
な
所
。昨
年
９
月
に
日
本
語

を
学
ぶ
た
め
来
日
し
、蕨
に
来

た
こ
ろ
は
、人
の
多
さ
に
び
っ

く
り
。
そ
ん
な
ウ
イ
リ
ア
ム

さ
ん
の
心
落
ち
着
か
せ
る
場

所
は
、緑
豊
か
な
市
民
公
園
。

休
日
は
こ
こ
で
、
趣
味
の
ポ

イ
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

この
まちに

暮らして

潤　娜さん　 アメリカ合衆国
塚越５丁目・23歳

この数な～に
4,817人

　厚生労働省の発表では､ 平成19年の
日本人の平均寿命は､ 過去最高を更新
し、男性が79．19歳、女性が85．99歳でし
た。特に女性は23年連続の長寿世界一
です。蕨市では､今日までの日本を築い
てきた高齢者を敬い､長寿と健康をお祝
いしようと13日に「お年寄りを敬う会」
が開かれます。お招きするのは77歳以
上のかたがた4，817人（前年比307人増）。
小学生の敬老作文朗読や歌謡ショーな
ど、さまざまな催しが行われます。高
齢者の皆さんには、これからも健康で
長生きしていただきたいと思います。

国際交流ボランティアの募集
　蕨市国際交流事業実行委員会では12
月に開催を計画している多文化交流事
業「（仮称）国際交流フェア」の協力者
（市内在住の日本人・外国人）を募集中
です。問い合わせ＝同委員会事務局（秘
書広報課内・緯433・7701　捌445・0586
Ｅメールhisho@city.warabi.saitama.jp）

ウイリアム　　　　
　マルドゥーンさん
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ワ
ラ
ビ　

津
田
さ
～
ん
、
10

月
に
大
き
な
調
査
が
あ
る
と

聞
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
。

津
田　

住
宅
・
土
地
統
計
調

査
で
す
ね
。
私
た
ち
の
暮
ら

し
、
特
に
住
宅
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
の
基
礎
資
料

と
し
て
、
総
務
省
が
行
っ
て

い
る
調
査
で
、
昭
和
23
年
か

ら
５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
、

今
回
が
13
回
目
に
な
り
ま
す
。

お
母
さ
ん　

全
世
帯
が
対
象

な
ん
で
す
か
。

津
田　

い
い
え
。蕨
市
で
は
、

ま
ず
、
対
象
と
な
る
地
域
に

お
知
ら
せ
を
配
布
し
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
約
３
５
７
０
の

住
宅
と
世
帯
が
抽
出
さ
れ
、23

日
か
ら
知
事
が
任
命
し
た
調

査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
伺

い
ま
す
。皆
さ
ん
に
は
10
月
１

日
現
在
の
内
容
を
記
入
し
て

い
た
だ
き
、10
月
７
日
ま
で
に

調
査
員
が
回
収
に
伺
い
ま
す
。

ワ
ラ
ビ　

ど
う
し
て
、
こ
ん

な
調
査
を
す
る
ん
で
す
か
？

■大学通信教育合同入学説明会／6日　正午～午後5時　新宿エルタワー30階　申し込み不要　詳細＝（財）私立大学通信教育協会（緯03・3818・3870）

調
査
は
豊
か
な
暮
ら
し
へ
向
け
て
の
資
料

ご
安
心
く
だ
さ
い
個
人
情
報
保
護
は
万
全

津
田　

国
や
市
町
村
が
行
政

施
策
を
行
う
に
は
、
現
状
を

正
確
に
把
握
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
実

態
を
客
観
的
に
表
す
統
計
結

果
は
不
可
欠
な
ん
で
す
。

お
母
さ
ん　

具
体
的
に
は
ど

ん
な
こ
と
を
？

津
田　

私
た
ち
の
暮
ら
し
を

明
ら
か
に
す
る
調
査
で
す
か

ら
、規
模
や
構
造
な
ど
住
宅
の

様
子
や
世
帯
構
成
、周
辺
の
住

環
境
、住
宅
・
土
地
の
保
有
状

況
な
ど
を
調
べ
ま
す
。こ
う
し

て
で
き
た
統
計
を
基
に
、住
宅

建
設
計
画
が
進
め
ら
れ
、平
成

18
年
に
は
、少
子
高
齢
社
会
を

踏
ま
え
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
推
進
や
耐
震
性
、
安
全
性

に
優
れ
た
住
宅
の
促
進
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
た「
住
生
活
基

本
法｣

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

お
母
さ
ん　

将
来
に
わ
た
っ

て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
統
計
が
生
か
さ
れ
て
い

る
ん
で
す
ね
。

津
田　

今
回
は
、そ
の｢

住
生

活
基
本
法｣

施
行
後
の
調
査
で

す
か
ら
、
特
に
耐
震
性
の
確

保
状
況
や
自
動
火
災
感
知
器

の
設
置
、
共
同
住
宅
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
内
の
防
犯
設
備
の
状

況
な
ど
に
着
目
し
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん　

た
い
せ
つ
な
調

査
と
い
う
こ
と
は
分
か
り
ま

し
た
が
、
詳
し
い
内
容
な
だ

け
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら

れ
る
か
心
配
で
す
。

津
田　

調
査
票
は
、
配
布
の

と
き
に
い
っ
し
ょ
に
お
渡
し

す
る
封
筒
に
封
入
し
て
提
出

す
れ
ば
、
調
査
員
が
開
け
ず

に
市
の
担
当
ま
で
届
け
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
調
査
は

｢

統
計
法｣

に
よ
り
、
調
査
関

係
者
が
記
入
内
容
を
漏
ら
し

た
り
、
統
計
作
成
以
外
に
使

用
す
る
こ
と
は
固
く
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。
回
収
し
た
調

査
票
は
総
務
省
統
計
局
に
集

め
ら
れ
、
厳
重
に
管
理
さ
れ

ま
す
。
集
計
後
は
溶
解
処
分

さ
れ
ま
す
の
で
、
個
人
情
報

が
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

ワ
ラ
ビ　

そ
れ
な
ら
安
心
だ

ね
。こ
の
調
査
で
更
に
住
み
よ

い
ま
ち
に
な
っ
た
ら
い
い
な
。

親と子の
ニュースの
小窓

　10月１日現在で、全国約350万の住
宅と世帯を対象に住宅・土地統計調
査が行われます｡蕨市では約3，570の
住宅と世帯が調査の対象です｡ 暮ら
しに関するさまざまな施策のための
資料となるたいせつな調査。今月は
庶務課の津

つ

田
だ

美
み

穂
ほ

主査に聞きました。

更に住みよいまちへ
ご協力ください

住宅・土地統計調査

調
査
員
は
必
ず
身
分
証
を
携
帯
。
不
審
に
思
っ
た
ら
庶
務
課（
緯
433
・
７
７
０
５
）
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捌
新
生
児
・
産
婦
訪
問
指
導

　

対
象
＝
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
て
か

ら
４
か
月
児
健
診
の
前
月
ま
で
（
第

２
子
以
降
の
お
子
さ
ん
も
可
）。

※
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
た
ら
出
生
連

絡
票
（
母
子
健
康
手
帳
の
最
後
の
ペ

ー
ジ
に
付
い
て
い
る
は
が
き
）
を
お

送
り
く
だ
さ
い
。

捌
離
乳
食
講
習
会

捌
プ
レ
マ
マ
講
座
～
妊
娠
中
の
マ
マ

た
ち
へ
／
10
月
30
日（
木
）　

午
後
１

時
半　

産
婦
人
科
医
師
に
よ
る
妊

娠
・
出
産
に
つ
い
て
の
お
話
、
先
輩

マ
マ
と
の
交
流
会　

※
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

赤ちゃん

メモ
（問）保健センター
　　　（緯 431・5590）

捌
両
親
学
級

　

３
回
目
は
土
曜
日
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
、お
父
さ
ん
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

費
用
＝
４
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）　

持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
、筆
記
用
具

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

捌
乳
幼
児
健
康
診
査
・
相
談

　

９
月
実
施
の
対
象
の
お
子
さ
ん
に

は
個
人
通
知
し
て
い
ま
す
。
持
ち
物

＝
母
子
健
康
手
帳
、
問
診
票　

※
対

象
月
に
受
け
ら
れ
な
い
と
き
は
翌
月

で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

内　容
保
健
師
、
助
産
師
に
よ
る

・
赤
ち
ゃ
ん
の
身
体
計
測

・
発
育
や
育
児
に
つ
い
て
の
相
談

・
お
母
さ
ん
の
産
後
の
相
談

と　き 対　象 内　容
９月
10日（水）または
30日（火）

平成20年５月
生まれの第１
子の保護者 離乳食の上手な

進め方と作り方、
試食10月

３日（金）または
29日（水）

平成20年６月
生まれの第１
子の保護者

時間＝午前９時45分～11時45分　ところ＝保健セン
ター　託児＝先着10人　第２子以降の人はご相談く
ださい。持ち物＝母子健康手帳、筆記用具、赤ちゃ
んを連れて来る人はバスタオル、ビニール袋（おむ
つ持ち帰り用）、ほか必要な物

回
とき

内　容
９月 10月

１ ８日
（月）

６日
（月）

妊婦歯科健
診・保健

２ 16日
（火）

14日
（火）

食生活・赤ち
ゃんの育て方

３ 27日
（土）

25日
（土）

お産の経過・
沐浴実習

時間はいずれも
午後１時半～４時

と　き 対象児 受付時間・ところ
４ か 月 児
健 診

９月17日（水）・18日（木） 平成20年４月生まれ

午後１時～１時45分
保健センター

10月15日（水）・16日（木） 平成20年５月生まれ
１歳６か月児
健 診

９月９日（火）・10日（水） 平成19年２月生まれ
10月28日（火）・29日（水） 平成19年３月生まれ

３ 歳 児
健 診

９月12日（金）・19日（金） 平成17年８月生まれ
10月17日（金）・24日（金） 平成17年９月生まれ

４歳６か月児
健 診

９月25日（木）　　　　　 平成16年２月生まれ 午後１時15分～２時
保健センター10月23日（木）　　　　　 平成16年３月生まれ

１ 歳 児
相 談

９月17日（水）・18日（木） 平成19年８月生まれ 午前10時～10時半
保健センター10月15日（水）・16日（木） 平成19年９月生まれ

■勤労者向け融資制度／結婚100万円・育児100万円・教育200万円　利率1．9％　年齢要件など審査あり　詳細＝県勤労者福祉課（☎048・830・4518）

優しさの「環境行動」

　

世
界
に
は
ワ
ク
チ
ン
の
不

足
で
５
歳
ま
で
生
き
ら
れ
な

い
子
ど
も
が
１
日
に
約
４
０

０
０
人
。そ
ん
な
子
ど
も
た
ち

を
救
お
う
と
、エ
コ
キ
ャ
ッ
プ

運
動
が
注
目
を
集
め
て
い
ま

　

｢

高
い
所
が
大
好
き
な
琉

大
は
、
身
長
よ
り
高
い
出
窓

に
よ
じ
登
っ
て
は
飛
び
降
り
、

決
め
の
ポ
ー
ズ
を
と
り
ま
す
。

ま
る
で
、
あ
こ
が
れ
の
仮
面

ラ
イ
ダ
ー
に
な
っ
た
か
の
よ

う
で
す
。
元
気
が
あ
っ
て
頼

も
し
い
の
で
す
が
、
着
地
に

失
敗
し
て
足
の
指
を
骨
折
し

生
命
救
う
キ
ャ
ッ
プ
回
収

す
。ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
を

集
め
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば

８
０
０
個
で
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
１
人
分
の
費
用
に
。更
に
は

焼
却
処
分
し
な
い
こ
と
で
地

球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二

酸
化
炭
素
の
発
生
を
抑
え
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。｢

見
て
く

だ
さ
い
、４
５
０
０
個
あ
り
ま

す｣
と
、笑
顔
の
中
央
７
丁
目

自
治
会
の
皆
さ
ん
。下
蕨
公
民

館
で
こ
の
運
動
を
知
り
、協
力

し
て
集
め
ま
し
た
。｢

今
後
は

各
家
庭
に
呼
び
か
け
、10
万
個

が
目
標｣

と
、佐さ

野の

益え
き

三ぞ
う

会
長
。

優
し
さ
の『
環
境
行
動
』が
子

ど
も
の
未
来
も
作
る
。
ま
ず

は
１
個
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。

た
こ
と
も
。
痛
い
思
い
を
し

て
い
る
は
ず
な
の
に
、
そ
れ

で
も
め
げ
ず
、
ジ
ャ
ン
グ
ル

ジ
ム
の
上
で
ヒ
ー
ロ
ー
に
な

り
き
る
姿
を
見
る
と
、
将
来

私
が
困
っ
た
と
き
も
、
飛
ん

で
来
て
助
け
て
く
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね｣

と
、笑
顔
で

話
す
母
親
の
麻
美
子
さ
ん
。

　

８
月
22
日
に
中
央
４
丁
目
の
福
祉
・

児
童
セ
ン
タ
ー
で
、｢

な
つ
ま
つ
り｣

が

開
か
れ
ま
し
た
。「
み
ず
あ
そ
び
縁
日
コ

ー
ナ
ー
」
を
担
当
し
た
お
祭
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
中
学
生
た
ち
は
、｢

ザ
リ
ガ
ニ

釣
り
に
魚
釣
り
ゲ
ー
ム
は
い
か
が
で
す

か
～｣
と
、元
気
な
声
で
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。
訪
れ
た
親
子
連
れ
や
子
ど

も
た
ち
も
、
た
く
さ
ん
の
景
品
を
手
に

し
て
大
は
し
ゃ
ぎ
。「
地
域
の
み
ん
な
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
」
と
、
一
生

懸
命
ザ
リ
ガ
ニ
を
捕
ま
え
て
き
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
た
ち
も
、
コ
ー
ナ
ー
の
盛
況

ぶ
り
に
大
満
足
で
す
。
こ
の
日
、
だ
れ

も
が
笑
顔
に
な
っ
た
夏
祭
り
で
し
た
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－439－

　琉
りゅう

　大
だい

ちゃん　
（３歳10か月）

平
ひら

田
た

　　拓
たく

司
じ

さん　
　麻

ま

美
み

子
こ

さんの
二男　　　　

　　南町４丁目

子どもクラブ 福祉・児童
センター

大盛況のお祭りに一役

回収箱は下蕨公民館に。皆さんご協力を
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わ
ら
び
の
野
鳥
・
虫
・
草
　
　
○

㍍
を
泳
い
で
か
ら
学
校
へ
。

帰
っ
て
く
る
と
ス
ク
ワ
ッ
ト

な
ど
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。

今
年
夏
に
行
わ
れ
た
、
中
学

校
水
泳
競
技
大
会
県
予
選
の
、

女
子
１
０
０
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ

を
２
年
連
続
で
制
し
、勢
い
に

乗
る
、林
泫
珠
さ
ん（
北
町
３

丁
目
・
13
歳
）は
、中
学
水
泳

会
で
名
の
知
れ
た
選
手
で
す
。

　

一
見
、
順
風
満
帆
そ
う
な

林
さ
ん
で
す
が
、
身
長
１
５

５
㌢
と
、
決
し
て
大
き
く
な

い
体
で
ラ
イ
バ
ル
と
競
い
合

う
な
か
、
腰
痛
や
足
の
肉
離

れ
が
襲
い
、
１
年
前
ま
で
は

伸
び
悩
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

飛
躍
の
き
っ
か
け
は
昨
年
夏

の
全
国
大
会
。
持
ち
味
の
力

強
い
ド
ル
フ
ィ
ン
キ
ッ
ク
が

威
力
を
発
揮
し
て
、
５
位
に

入
賞
し
た
こ
と
で
す
。「
も
っ

と
早
く
泳
ぎ
た
い
」。強
い
気

持
ち
が
芽
生
え
た
そ
う
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、

持
ち
前
の
負
け
ん
気
で
日
々

鍛
錬
を
積
み
、
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
齢
別
で
、

２
連
覇
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
林
さ
ん
も
、
プ
ー

ル
か
ら
上
が
れ
ば
「
友
達
と

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
も
し
た
い
し
、

お
話
だ
っ
て
い
っ
ぱ
い
し
た

い
」と
、普
通
の
中
学
生
の
一

面
を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
ヘ
ッ
ド

コ
ー
チ
、浅あ

さ

井い

元も
と

幸ゆ
き

さ
ん
は
、

今
は
記
録
よ
り
も
、
い
ろ
ん

な
経
験
を
し
て
、「
人
間
と
し

て
も
っ
と
成
長
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
」
と
、
更
な

る
大
舞
台
で
の
活
躍
を
見
越

し
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
打
ち

勝
つ
心
の
成
長
を
促
し
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
代
表
選
考
会
に
も
出
場

し
、
ま
す
ま
す
弾
み
を
つ
け

る
林
さ
ん
。「
世
界
の
舞
台
で

活
躍
し
た
い
」。
視
線
の
先

に
は
、
既
に
４
年
後
の
ロ
ン

ド
ン
が
現
れ
始
め
て
い
ま
す
。

輝いていま  ひと
競泳ジュニアオリンピック２連覇　

広
報
蕨　

六
八
二
号　

平
成
二
十
年
九
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す　

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
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目
指
す
は
バ
タ
フ
ラ
イ
の
五
輪
代
表

林
いむ

　泫
ひょん

 珠
じゅ

  さん

童
指
導
室
で
話
を
聞

く
と
、
児
童
も
こ
の

放
送
を
知
っ
て
い
て
、

「
聞
く
と
防
犯
訓
練

を
思
い
出
す
」、「
危
な

い
か
ら
早
く
帰
ろ
う

っ
て
思
う
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。放
送

は
地
域
の
大
人
た
ち

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

す
が
、
子
ど
も
た
ち

自
身
の
防
犯
意
識
を

高
め
る
の
に
も
役
立

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

近
年
、
子
ど
も
を

狙
う
犯
罪
が
全
国
的
に
増
え

て
い
ま
す
。
地
域
の
目
で
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ

ー
の
１
つ
が
屋
上
に
設
置
さ

れ
た「
東
公
民
館
」で
早
速
下

車
。
同
館
内
の
留
守
家
庭
児

　

ぷ
ら
っ
と
わ
ら
び

に
乗
車
中
、「
子
ど

も
の
安
全
を
見
守
る

よ
う
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
い

う
防
災
行
政
無
線
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
蕨
市
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
か
ら
「
犯

罪
抑
止
の
た
め
に
」

と
依
頼
を
受
け
、
昨

年
１
月
に
始
ま
っ
た

も
の
で
、現
在
、平
日

の
午
後
３
時
に
毎
日

放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
37
基
あ
る
、

ぷらっと・わらび・小さな旅
子
ど
も
見
守
る

防
災
行
政
無
線

５
時
に
は
プ
ー
ル
に

入
り
、
約
６
０
０
０

朝

マ
ル
バ
ハ
ッ
カ


